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北
海
道
足
寄
高
等
学
校
（
石
橋
栄
校
長
、

以
下

：

足
寄
高
校
）
は
、
今
年
で
開
校
75
年

を
迎
え
る
十
勝
管
内
有
数
の
伝
統
校
で
、
卒

業
生
は
、
十
勝
管
内
は
も
と
よ
り
、
全
道
・

全
国
・
海
外
の
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
少
子
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
、

足
寄
高
校
も
入
学
者
数
の
減
少
が
進
み
、
平

成
２
年
ま
で
の
５
間
口
を
ピ
ー
ク
に
平
成
13

年
以
降
は
２
間
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
が
策
定
す
る
「
公
立

高
等
学
校
配
置
計
画
」
で
は
、
１
学
年
１
間

口
と
な
っ
た
場
合
、
将
来
的
に
再
編
整
備
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
足
寄

高
校
存
続
の
た
め
に
は
１
学
年
２
間
口
（
41

人
以
上
）
の
入
学
者
確
保
が
必
要
で
す
。

　
地
元
か
ら
高
校
が
な
く
な
る
と
、
中
学
卒

業
生
の
進
路
範
囲
の
限
定
化
や
他
市
町
村
へ

の
進
学
に
よ
る
保
護
者
の
費
用
負
担
増
加
と

人
口
流
出
な
ど
、
地
域
活
力
の
低
下
や
衰
退

を
招
き
、
直
接
的
・
間
接
的
な
影
響
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
足
寄
高
校
の
存
続
は
地
域
の

存
続
を
図
る
上
で
中
心
的
か
つ
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
町
は
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
入
学
者
確
保
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
そ
の
成
果
と
支
援
策
を
紹
介
し

ま
す
。

※
間
口
～
学
級
数
の
こ
と
。
１
間
口
の
生
徒

数
は
40
人
。

　
町
は
新
入
生
の
減
少
で
１
学
年
１
間
口
と

な
っ
た
平
成
23
年
度
以
降
、
足
寄
高
校
存
続

の
た
め
、
資
格
検
定
料
や
海
外
研
修
費
の
補

助
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
２
間
口
確
保
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
再
び
１
間

口
と
な
る
厳
し
い
経
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、

学
力
向
上
の
た
め
の
公
設
民
営
塾
の
設
置
や

給
食
の
無
償
提
供
、
下
宿
機
能
を
併
せ
持
つ

多
目
的
交
流
施
設
を
開
設
す
る
な
ど
、
足
寄

高
校
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
が
実
を
結
び
、
平
成
29
年

度
に
は
17
年
振
り
に
入
学
者
が
60
人
と
な
り
、

７
年
振
り
に
全
学
年
２
間
口
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い
部
活
動
も
活

発
化
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
生
徒
の
入
学
者
は
64
人
の
う
ち
、

足
寄
中
学
校
か
ら
は
34
人
が
入
学
。
地
元
以

外
か
ら
の
新
入
生
30
人
は
隣
町
の
本
別
町
５

人
、
陸
別
町
４
人
の
ほ
か
、
帯
広
市
や
幕
別

町
、
豊
頃
町
な
ど
か
ら
の
入
学
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
元
か
ら
足
寄
高
校
に
入
学

し
た
割
合
は
68
％
で
、
こ
こ
数
年
７
割
前
後

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
新
入
生
は
64
人
�

　

町
の
支
援
策
が
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す

「だから、足高へ行く。」「だから、足高へ行く。」
足寄町は「足寄高校」の特色ある学校づくりを応援します。

令
和
５
年
度
卒
業
生　

進
路
決
定

・
合
格
先

進
学

【
４
年
制
大
学
】

（
国
公
立
大
学
）

●
小
樽
商
科
大
学
●
北
見
工
業
大
学
●
岩
手
大
学
●
公
立
千
歳
科
学
技

術
大
学
●
釧
路
公
立
大
学
●
旭
川
市
立
大
学

（
私
立
大
学
）

●
北
海
学
園
大
学
●
北
星
学
園
大
学
●
北
翔
大
学
●
札
幌
保
健
医
療
大
学

●
天
使
大
学
●
札
幌
国
際
大
学
●
北
海
道
文
教
大
学
●
北
海
道
科
学
大
学

●
北
海
道
情
報
大
学
●
札
幌
大
学
●
北
海
商
科
大
学
●
東
京
情
報
デ
ザ
イ

ン
専
門
職
大
学
●
法
政
大
学
●
金
沢
工
業
大
学
●
京
都
芸
術
大
学

【
専
門
学
校
・
各
種
学
校
】

（
準
大
学
）

●
北
海
道
立
農
業
大
学
校

（
看
護
学
校
）

●
帯
広
高
等
看
護
学
院

（
そ
の
他
）

●
帯
広
コ
ア
専
門
学
校
●
札
幌
こ
ど
も
専
門
学
校
●
札
幌
ス
ポ
ー
ツ
＆

メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校
●
札
幌
デ
ザ
イ
ン
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校

●
経
専
調
理
製
菓
専
門
学
校
●
北
海
道
ど
う
ぶ
つ
医
療
専
門
学
校
●
北

海
道
芸
術
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
●
日
本
工
学
院
専
門
学
校

就
職

（
公
務
員
）

●
北
海
道
職
員
●
足
寄
町
職
員
●
本
別
町
職
員
●
陸
別
町
職
員

（
民
間
企
業
）

●
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
●
足
寄
町
森
林
組
合
●
足
寄
町
農
業
協
同

組
合
●
足
寄
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
運
営
有
限
責
任
事
業
組
合
●
斉
藤
井
出

建
設
株
式
会
社
●
有
限
会
社
ひ
だ
ま
り
フ
ァ
ー
ム
●
東
北
海
道
い
す
ゞ

自
動
車
株
式
会
社
●
日
本
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
株
式
会
社
●
株
式
会
社
レ

ン
テ
ム
●
株
式
会
社
遊
佐
組
●
株
式
会
社
ナ
カ
ジ
マ
薬
局
札
幌
本
社
●

株
式
会
社
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
パ
ス
テ
ル
●
株
式
会
社
第
一
ホ
テ
ル
●
株

式
会
社
ジ
ョ
イ
フ
ル
エ
ー
ケ
ー
●
イ
オ
ン
北
海
道
株
式
会
社
●
北
海
道

Ｐ
Ｋ
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
●
株
式
会
社
グ
ラ
ン
ベ
ル
ホ
テ

ル
●
株
式
会
社
ザ
・
キ
ッ
ド
●
株
式
会
社
Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉ
Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
●
株
式
会
社
サ
ン
プ
リ
ン
ス
湯
元
ニ
セ
コ
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

ひ
ら
ふ
亭
●
協
同
組
合
フ
ォ
レ
ス
ト
十
勝
●
樽
栄
環
境
整
備
株
式
会
社

髙橋　海音さん
天使大学

　進学のきっかけは、足高に
通っていた兄が中学生の頃よ
りも楽しそうに見えたからで
す。バスケ部のマネージャー
をやっていたことが高校生活
の思い出です。部員同士の仲
裁に入ることも多く、話をま

とめる力が身に付いたと思います。
　大学から課題が出たときに習っていない単元の
内容がありましたが、塾の先生に丁寧に教えても
らいました。
　将来はスポーツ栄養士の資格を取り、スポーツ
選手や企業を支えたいです。

　進学のきっかけは、姉が楽
しそうに足高に通っていたこ
とと、親への負担を減らせる
と思い決めました。就職を志
望していたのでいろいろな検
定を受けました。無償で受け
られたので挑戦しやすかった

です。高校生活の１番の思い出は修学旅行で、少
しコロナが落ち着いてきたこともあり、自由行動
ができました。観光名所など行きたいところに行
けて楽しかったです。
　就職後は人間関係を大切にし、お客さんに好か
れるように頑張りたいと思います。

　足高での思い出は３年生の
時の学祭です。クラスパフォ
ーマンスは里見が丘野球場の
広々とした場所で、たくさん
の方に見てもらえて良かった
です。
　中学生の頃はあまり勉強を

していなかったけれど、大学進学を目指した時に
町からの支援で塾に通うことができて高校生に手
厚いなと感じました。足高は勉強がしやすい環境
でありがたいなと思います。

　３年間の思い出は、友達と
何気ない日常生活を送れたこ
とです。その中で相手との上
手な関わり方を学んできまし
た。足高は、家からも近くて
仲良しの友達も行くからと決
めましたが、塾や検定を無償

で受けることができるので、親の負担が減って良
かったです。
　将来の夢は、子どもたちから慕われる保育士に
なりたいです。

澤田　綺さん
㈱ジョイフルエーケー

新津　聡人さん
小樽商科大学

佐々木　凜さん
札幌こども専門学校

令和５年度卒業生にインタビュー

～高校生活を振り返って～
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３
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
町
民
の
幸
せ
の

た
め
に
」
町
民
目
線
で
誠
心
誠
意
の
ま
ち
づ
く
り

渡辺俊一町長

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
を
受
け
、
２
期
目
の

町
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か

ら
10
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
移
行
と
な
り
、
足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊

り
・
両
国
花
火
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ロ
ナ

前
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
マ
ス
ク
着
用
や
手
指
消
毒
、
行
動
自

粛
な
ど
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
町
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
保
健
医

療
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
関
係
で
は
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
の
影
響
で
、
厳

し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
足

寄
町
農
業
協
同
組
合
と
の
連
携
を
密
に
し
、
農

業
経
営
継
続
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
は
本
町
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
基
幹
産
業
の
農
林
業
を
し
っ
か
り
支
援
す

る
こ
と
が
、
地
域
経
済
の
振
興
、
過
疎
対
策
に

結
び
付
く
も
の
と
考
え
て
お
り「
足
寄
町
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

地
方
創
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
の
大
き
な
柱
で
あ
る
「
子
育

て
応
援
出
産
祝
金
贈
呈・保
育
料
完
全
無
償
化・

学
校
給
食
費
無
償
化
・
足
寄
高
校
存
続
に
関
す

る
支
援
」
等
の
子
育
て
と
教
育
の
支
援
を
継
続

し
「
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
町
、
足
寄
町
」

を
町
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　
併
せ
て
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
を
創
出

す
る
た
め
の
取
り
組
み
、
時
代
の
変
化
に
あ
っ

た
福
祉
施
策
を
進
め
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
や
障
が
い
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

環
境
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
現
在
、
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
16
年
度
ま
で

の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

７
次
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
区
別
懇
談
会
な
ど
を
開
催

し
、
地
域
や
各
種
団
体
等
の
代
表
者
や
有
識
者

に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
第
７
次
総
合
計
画
策

定
専
門
委
員
会
に
お
い
て
、
第
６
次
計
画
の
検

証
、
次
期
計
画
策
定
の
た
め
の
課
題
抽
出
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
脱
却
し
「
こ
の
足
寄
町
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る「
安

全
で
安
心
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
新
年
度

予
算
編
成
に
臨
み
ま
し
た
。

シ
ョ
ン
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
み
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性

の
向
上
と
行
政
の
効
率
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
で
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
省
エ
ネ
等
を

推
進
す
る
実
行
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
町
民
や

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や
省
エ
ネ

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
の
周

知
に
努
め
ま
す
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
本
年
度
は
、
街
路
灯
お
よ
び
温
水
プ
ー

ル
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
予
算
計
上
し
て

お
り
、
今
後
、
公
共
施
設
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

住
環
境
の
向
上
、
定
住
促
進
と
地
域
経
済
の
活

性
化
の
推
進

　
町
内
建
設
業
者
施
工
に
よ
る
住
宅
・
店
舗
等

の
新
築
お
よ
び
増
改
築
工
事
、
賃
貸
住
宅
整
備
、

空
き
家
解
体
等
を
対
象
と
し
た
「
住
環
境
・
店

舗
等
整
備
補
助
事
業
」
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
町
内
事
業
者
の
返
礼
品
開
発
を
支

援
す
る
補
助
制
度
を
継
続
し
、
寄
附
金
額
増
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
新
婚
世
帯
を
対
象
と
す
る
「
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
補
助
金
」
も
継
続
し
、
新
居
の
住
居
費

や
引
越
費
用
な
ど
、
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
伴

う
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
新
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

予
算
編
成
の
重
点
方
針

①
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
連
携
シ

ス
テ
ム
の
推
進

②
安
全
、
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

③
産
業
振
興
の
推
進

④
学
び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑤
総
合
戦
略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
の

推
進

　
近
年
は
、
改
修
や
更
新
と
い
っ
た
長
寿
命
化

が
必
要
な
施
設
や
設
備
が
増
加
し
て
お
り
、
本

年
度
は
下
愛
冠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
あ

し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
や

排
煙
設
備
、
螺
湾
小
学
校
や
弓
道
場
遠
的
場
の

改
修
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

足
寄
町
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

活
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
畜
産
関
連
で
は
、
経
営
安
定
の
た
め
に
大
家

畜
特
別
支
援
資
金
利
子
補
給
費
な
ど
の
制
度
を

継
続
し
、農
家
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

経
営
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
に
規
模
拡
大

等
を
行
う
畜
産
農
業
者
に
対
す
る
無
利
子
の
畜

産
振
興
資
金
の
貸
し
付
け
を
継
続
し
ま
す
。

　
町
内
で
家
畜
伝
染
病
の
発
生
が
相
次
ぎ
、
経
済

的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
家
畜
伝
染
病

の
予
防
と
衛
生
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
も
経
営
開

始
資
金
や
新
規
就
農
志
向
者
と
し
て
研
修
さ
れ
る

方
へ
の
実
習
奨
励
金
な
ど
の
幅
広
い
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
経
験
の
浅
い
経
営
者
の
指
導
等
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

森
林
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
、
森
林
施
業
の
実
施
や
森
林
保
全
を
進
め
、
健

全
な
森
林
資
源
の
維
持
造
成
を
推
進
し
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
に
、
森
林
整
備
の

推
進
、
林
業
人
材
の
育
成
と
担
い
手
確
保
、
適

正
な
森
林
施
業
の
実
施
と
健
全
な
森
林
資
源
の

維
持
造
成
な
ど
、
本
町
の
林
業
振
興
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
連
携
し
て
推
進
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策

　
エ
ゾ
シ
カ
の
農
作
物
へ
の
被
害
が
年
々
増
え

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
足
寄

町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
に
基
づ
き
、
足
寄
町

み
を
充
実
し
ま
す
。

温
泉
浴
場
の
運
営
お
よ
び
環
境
衛
生
対
策

　
町
営
温
泉
浴
場
「
銀
河
の
湯
あ
し
ょ
ろ
」
に

つ
い
て
、
く
つ
ろ
ぎ
と
健
康
増
進
の
場
を
提
供

す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
と
と
も
に
円
滑
な
運

営
を
進
め
ま
す
。

　
ハ
チ
駆
除
に
つ
い
て
、
町
内
事
業
者
よ
り
ハ

チ
駆
除
を
事
業
と
し
て
実
施
し
た
い
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
今
後
、
町
に
よ
る
駆
除
は
行
わ
ず
、

高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
等
の
住
宅
等
に
限
定

し
て
、
ハ
チ
駆
除
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
、
啓
発
活
動
の
強
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の
充
実
等
を
進
め
、
食
品
ロ

ス
や
ご
み
発
生
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
資
源
ご
み
集
団

回
収
や
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
対
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。

農
林
業
振
興
対
策

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
先
行
き
を
見
通

す
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
本
町

の
農
業
が
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、

そ
の
基
盤
と
な
る
足
腰
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
畑
作
経
営
に
は
「
土
づ
く
り
」

が
非
常
に
大
切
で
す
が
、
燃
油
価
格
高
騰
に
よ

る
堆
肥
運
搬
コ
ス
ト
の
上
昇
で
堆
肥
利
用
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
足
寄
町
農
業
協

同
組
合
が
実
施
す
る
「
耕
畜
連
携
地
力
増
進
事

業
」
を
支
援
し
、
堆
肥
や
発
酵
消
化
液
の
有
効

支
え
る
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
子
育
て
安

心
基
金
を
財
源
に
、
出
産
祝
金
の
支
給
を
は
じ

め
、
認
定
こ
ど
も
園
、
へ
き
地
保
育
所
、
家
庭

的
保
育
お
よ
び
学
童
保
育
所
の
保
育
料
等
完
全

無
償
化
を
継
続
し
ま
す
。

　
伴
走
型
相
談
支
援
及
び
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
等
一
体
的
実
施
事
業
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
の
支
給
や
面

談
等
に
よ
り
子
育
て
支
援
を
行
う
ほ
か
、
母
子

健
康
手
帳
、
予
防
接
種
業
務
お
よ
び
乳
幼
児
健

診
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
子
育
て
支
援
を
効

果
的
に
行
え
る
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
建
て
替
え
と
併
せ
て
、
福
祉
課
総
合
支

援
相
談
室
を
中
心
に
「
医
療
と
介
護
・
保
健
・

福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
充
実
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
町
内
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
経
営
安
定
資
金

等
を
助
成
し
、
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な

提
供
を
支
援
し
ま
す
。

　
介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
事
業
と
し
て
、
修

学
資
金
貸
付
金
、
就
業
支
援
等
補
助
金
、
介
護

福
祉
士
資
格
取
得
等
補
助
金
等
の
制
度
を
継
続

す
る
ほ
か
、介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
開
催
し
、

介
護
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

　
予
防
検
診
経
費
と
し
て
、
各
種
が
ん
検
診
の

ほ
か
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
検
診
費
用
の
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
帯
状
疱
疹
の
発
症
お

よ
び
重
症
化
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
も
行
い
、
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
取
り
組

公
共
施
設
・
財
産
の
管
理

　
安
全
性
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
あ

し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
ほ
か
、
下
愛
冠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

改
修
、
令
和
７
年
度
建
設
予
定
の
（
仮
称
）
旭

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
実
施
設
計
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
公
営
住
宅
で
は
、
栄
団

地
公
営
住
宅
の
屋
根
・
外
壁
塗
装
等
の
改
修
工

事
、
北
星
団
地
の
解
体
を
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
の
推
進

　
交
通
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
啓
発
活
動
や

交
通
安
全
教
育
を
推
進
し
、
町
民
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故
撲
滅
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

自
治
会
活
動

　
自
治
会
は
住
民
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し

て
い
く
た
め
に
防
犯
・
防
災
・
福
祉
な
ど
、
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
中
心
と
な
る
組

織
で
す
。
近
年
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
地
域
の
課
題
を
地
域
で

解
決
で
き
る
体
制
の
整
備
、
地
域
に
住
む
人
が

孤
立
せ
ず
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を

維
持
す
る
た
め
、
自
治
会
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

福
祉
施
策
の
推
進

　
障
が
い
児
者
施
策
に
つ
い
て
、
障
害
者
地
域
生

活
支
援
拠
点
施
設
と
連
携
し
、
相
談
対
応
や
居
住

支
援
な
ど
、
障
が
い
児
者
の
生
活
を
地
域
全
体
で
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町
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で
安

心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
救

急
告
示
医
療
機
関
と
し
て
24
時
間
３
６
５
日
の

救
急
患
者
受
入
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

　
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
良
質
な
医
療
の

提
供
は
も
と
よ
り
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
接
遇
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
、
利
用
者
の
健
康
保
持
、
安
全
・

安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
づ
く

り
を
今
後
も
進
め
ま
す
。

　
施
設
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら

工
事
着
手
し
、
令
和
７
年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
し
事
業
を
進
め
ま
す
。

上
水
道
事
業

　
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
る

た
め
、
老
朽
管
路
の
更
新
と
道
路
改
良
工
事
に

伴
う
配
水
管
移
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
事
業

　
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、

老
朽
化
し
た
旭
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
更
新

工
事
を
行
い
、
下
水
終
末
処
理
場
に
つ
い
て
は
、

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

　
既
設
汚
水
管
に
つ
い
て
は
、
高
圧
洗
浄
や
カ

メ
ラ
調
査
を
計
画
的
に
進
め
、
適
正
な
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　
４
月
か
ら
新
た
に
内
科
常
勤
医
師
１
名
が
着

任
し
常
勤
医
師
が
５
名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
基
盤
安
定
の
た
め
に
は
、
医
師
お
よ
び
看

護
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
安
定
的
確
保
と
定
着

化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

公
園
事
業

　
里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業
と
し
て
、
旧
青
少

年
会
館
か
ら
足
寄
高
校
西
側
に
あ
る
公
園
駐
車

場
ま
で
の
園
路
を
整
備
す
る
ほ
か
、
案
内
板
の

設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
公
園
長
寿
命
化
修
繕
事
業
と
し
て
、
遊
具
等

の
保
守
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕

を
行
い
ま
す
。

消
防
体
制
の
推
進

　
消
防
体
制
に
つ
い
て
、
地
域
防
災
力
の
要
で

あ
る
消
防
団
員
の
確
保
と
装
備
の
充
実
を
図
り
、

消
防
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
第
５
分
団
１
部
（
中
足
寄
）
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
消
防
庁
舎
仮

眠
室
等
空
調
設
備
更
新
工
事
お
よ
び
上
足
寄
消

防
団
詰
所
の
屋
根
塗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

防　
災

　
頻
発
す
る
異
常
気
象
や
大
規
模
地
震
・
火
山

噴
火
、
大
規
模
停
電
等
の
災
害
に
備
え
る
た
め
、

引
き
続
き
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
係
る
支
援

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
冬
季
に
お
け
る
避

難
所
対
策
と
し
て
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
を
購

入
す
る
ほ
か
、
夏
季
に
お
け
る
ク
ー
ラ
ー
の
借

り
上
げ
な
ど
防
災
資
機
材
の
増
強
等
を
行
い
ま

す
。

簡
易
水
道
事
業

　
施
設
維
持
管
理
業
務
の
充
実
と
安
心
・
安
全

な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
引
き
続
き
図
り
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
、
農
業
関
係
団
体
、
猟
友
会
な

ど
と
一
体
と
な
っ
て
捕
獲
体
制
を
強
化
し
農
業

被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
対
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら

活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
以
前

ま
で
に
は
回
復
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
足
寄
町
商
工
会
や
金
融
機
関
と
連
携
し
、

町
内
事
業
者
の
状
況
把
握
に
努
め
、
必
要
な
対

応
を
検
討
し
ま
す
。

　
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
足
寄
ふ
る
さ
と
ラ

ワ
ン
ぶ
き
ま
つ
り
」「
足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
・

両
国
花
火
大
会
」
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た

雌
阿
寒
岳
・
オ
ン
ネ
ト
ー
地
区
の
観
光
振
興
に

つ
い
て
も
、
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
や
地
元
事
業

者
等
と
連
携
し
、
魅
力
あ
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

　
一
天
橋
お
よ
び
つ
つ
じ
橋
の
修
繕
工
事
を
行

う
と
と
も
に
、令
和
７
年
度
の
修
繕
に
向
け
て
、

柏
倉
中
央
橋
お
よ
び
西
洋
橋
の
調
査
設
計
を
行

い
ま
す
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
修
繕
事
業

　
町
道
整
備
工
事
や
傷
ん
だ
舗
装
の
補
修
工
事
、

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
総
合
計
画
に
基
づ
き

進
め
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
の
規
模

一
般
会
計
１
０
１
億
４
１
０
５
万
１
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
９
・
０
％
増
）

特
別
会
計　
　
36
億
１
６
３
１
万
２
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
30
・
７
％
増
）

企
業
会
計　
　
21
億
２
２
２
２
万
７
千
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
31
・
８
％
増
）

合　
計　
１
５
８
億
７
９
５
９
万
円

　
（
昨
年
度
当
初
予
算
比
16
・
０
％
増
）

　
昨
年
度
は
改
選
期
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全

体
的
に
前
年
度
当
初
比
が
大
幅
な
伸
び
と
な
っ

て
い
る
ほ
か
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
下
水
道
事

業
が
特
別
会
計
か
ら
企
業
会
計
へ
移
行
し
た
た

め
、
企
業
会
計
の
伸
び
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
限
り
あ
る
財
源
を
効
果
的
に

活
用
し
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
運
営
と
働
き
方
改
革
を
進
め

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切
に
し
て
、

誰
も
が
「
住
民
に
や
さ
し
い
役
場
」
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
議
会
と
の
連
携
の
も
と
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

令
和
６
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

豊
か
な
循
環
型
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

た
教
育
行
政
の
推
進

東海林弘哉教育長

教
育
行
政
の
基
本
方
針

　
人
口
減
少
の
影
響
、
世
界
情
勢
の
激
変
等
に

よ
る
「
変
動
・
不
確
実
・
複
雑
・
曖
昧
」
な
現

在
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
だ

け
で
解
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
心
身
や
社

会
的
に
満
た
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
実
現
す
る
生
涯
学
習
の
展
開
が
重
要

で
す
。
学
校
教
育
で
は
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
主
体
的
な
課
題
解
決
力
を
発
揮
で

き
る
資
質
・
能
力
の
獲
得
、
社
会
教
育
や
家
庭

教
育
に
お
い
て
は
、
幅
広
い
世
代
と
連
携
・
協

働
し
支
え
合
え
る
「
人
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
「
足
寄
町
第
６
次
総
合

計
画
」
お
よ
び
「
第
６
次
足
寄
町
教
育
振
興
基

本
計
画
」
な
ど
を
基
底
に
据
え
、
総
合
教
育
会

議
の
協
議
・
調
整
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
学
校

教
育
と
社
会
教
育
を
両
輪
と
し
、
新
た
に
教
育

推
進
幹
を
配
置
し
、
豊
か
な
循
環
型
生
涯
学
習

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
教
育
行
政
を
推
進

し
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

学
校
運
営

　
「
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
可
能
性
を
引
き

出
す
教
育
の
推
進
」
と
し
て
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
に
の
っ
と
っ
た
問

題
解
決
的
な
学
習
や
探
求
的
な
学
習
活
動
を
重

視
し
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能

力
を
育
成
し
ま
す
。

学
び
の
機
会
を
保
障
し
質
を
高
め
る
環
境
の
確
立

　
い
じ
め
、
不
登
校
へ
の
対
応
や
関
係
機
関
と

連
携
し
た
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
よ
る
多
様
な
教
育
機
会
の
確
保
、
安
全
教

育
に
つ
い
て
も
、
組
織
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

何
よ
り
、
教
職
員
の
心
理
的
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
自
立
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
展
開

し
、
働
き
方
改
革
や
人
材
育
成
、
不
祥
事
防
止

と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
に
し
っ
か
り
向
き
合
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
広
域
に
わ
た
る
町
内
の

学
校
を
し
っ
か
り
つ
な
ぎ
、
小
・
中
・
高
の
幅

広
い
連
携
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
確
か
な
学
力
」
の
方
策
と
し
て
、
小
・
中

学
校
に
お
け
る
教
育
課
程
の
連
携
・
充
実
、
少

人
数
指
導
や
習
熟
度
別
学
習
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
の
確
保
、
家
庭
へ

の
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
調
査
の
分
析
結
果
の
活
用
や
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
す
る
「
個

別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
核

と
し
た
「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
の
明
示
、

十
勝
教
育
局
の
学
校
指
導
訪
問
や
教
育
推
進
幹

の
具
体
的
な
指
導
・
支
援
に
よ
り
、
授
業
改
善

を
図
り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　
「
豊
か
な
心
」
で
は
、
教
育
相
談
の
機
能
、

組
織
的
・
計
画
的
な
道
徳
教
育
や
道
徳
科
の
充

実
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底
、

読
書
活
動
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、

読
書
に
つ
い
て
は
、
豊
か
な
感
性
を
育
む
読
書

活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
移
動
図
書
や
巡
回

配
本
、
図
書
館
司
書
の
学
校
訪
問
相
談
等
、
町

図
書
館
と
学
校
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
「
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
足
寄

町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
い
じ
め

を
積
極
的
に
認
知
し
重
大
事
態
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
早
期
の
対
応
を
指
導
し
ま
す
。
不
登
校
対

応
に
つ
い
て
は
、
学
校
・
保
護
者
・
関
係
機
関

の
連
携
強
化
を
図
り
、
個
別
最
適
な
改
善
を
目

指
し
ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
把
握
と
支
援
の
検
討
に

努
め
ま
す
。

　
「
健
や
か
な
体
」
で
は
「
全
国
体
力
・
運
動

能
力
、運
動
習
慣
等
調
査
」等
の
結
果
を
踏
ま
え

た
体
力
づ
く
り
策
の
持
続
化
や
保
健
指
導
、
栄

養
教
諭
と
連
携
し
た
食
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

学
校
給
食

　
学
校
給
食
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
衛
生
・

安
全
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
食

材
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」

等
を
継
続
し
、
安
全
・
安
心
で
楽
し
い
給
食
の

提
供
に
努
め
ま
す
。
な
お
、
子
育
て
支
援
や
人

口
減
少
の
対
策
と
し
て
引
き
続
き
小
・
中
・
高

の
児
童
・
生
徒
に
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
教
育
・
国
際
理
解
教
育

　
ふ
る
さ
と
教
育
や
国
際
理
解
教
育
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
、
防
災
・
交
通
安
全
教
育
を
推
進
す
る

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
材
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
・
調
整
を

図
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
教
育
で
は
「
使
う
こ
と
」
か

ら
「
よ
り
効
果
的
な
活
用
」
と
い
う
第
２
段
階

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
と

し
て
も
、
１
人
１
台
端
末
を
効
果
的
に
指
導
計

画
に
位
置
付
け
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
き
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青
少
年
教
育

　
青
少
年
教
育
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｅ
Ｓ

Ｄ
を
踏
ま
え
、
自
然
体
験
活
動
「
す
す
め
！
あ

し
ょ
ろ
☆
冒
険
王
」
を
は
じ
め
、
多
様
な
活
動

を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
教
育
機
関
で

あ
る
「
北
海
道
立
青
少
年
体
験
活
動
支
援
施
設

ネ
イ
パ
ル
足
寄
」
等
と
の
連
携
も
図
り
ま
す
。

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資
源
を
組
み
入
れ

た
多
様
な
学
習
活
動
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情

報
共
有
お
よ
び
町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
学
び
合
い
を
通
し
て
「
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
絆
を
強
め
「
人
づ
く
り
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

家
庭
教
育

　
「
家
庭
教
育
学
級
」
や
子
育
て
支
援
・
学
習

と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
の
充
実
を
図
り
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
家
庭
教
育
・
子

育
て
支
援
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

教
職
員
の
人
材
育
成

　
教
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
足
寄
町

「
人
づ
く
り
の
町
」
構
想
に
沿
っ
て
、
北
海
道

教
育
委
員
会
の
研
修
履
歴
を
活
用
し
た
新
た
な

研
修
制
度
と
の
融
合
を
図
り
、
意
義
や
志
と
い

っ
た
パ
ー
パ
ス
起
点
に
よ
り
十
勝
で
活
躍
で
き

る
人
的
資
源
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
教
職
員

の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
、
未
来
創
造
型
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
展
開
を
進
め
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
地

域
学
校
協
働
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
等
と
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
強
化
し
、
地

域
の
諸
課
題
を
主
体
的
・
協
働
的
に
解
決
で
き

る
よ
う
に
多
様
で
包
括
的
な
組
織
の
基
盤
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

　
「
地
域
と
歩
む
持
続
可
能
な
教
育
の
実
現
」

と
し
て
足
寄
な
ら
で
は
の
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
に
向
け
た
家
庭
教
育
や
社
会
教
育
等
の
充
実

成
人
教
育

　
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
成
人
教
育
や
、

女
性
が
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
活
躍
で
き
る
機

会
や
情
報
の
共
有
、
高
齢
者
向
け
の
１
０
０
年

塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
等
、
多
様
で
豊
か

な
学
び
合
い
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の

年
代
で
、
国
際
交
流
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を

展
開
し
ま
す
。

足寄高校生海外研修派遣事業

すすめ！あしょろ☆冒険王

生
涯
学
習
施
設

　
生
涯
学
習
施
設
、
特
に
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
が
充
実
す
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
他
、
魅
力
あ
る
事

業
を
展
開
し
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

足
寄
動
物
化
石
博
物
館

　
足
寄
動
物
化
石
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
本
町

の
象
徴
的
な
学
術
施
設
と
し
て
さ
ら
に
価
値
を

高
め
る
た
め
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
取
り
組
み
を

契
機
と
し
て
、
指
導
者
の
育
成
や
指
導
体
制
の

整
備
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
勝
東
北
部
３

町
で
連
携
し
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
育
成
等
を
検
討
し
ま
す
。

【
足
寄
高
等
学
校
教
育
振
興
の
推
進
】

　
足
寄
高
等
学
校
の
存
続
・
２
間
口
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
足
寄
高
等
学
校
振

興
会
等
関
係
団
体
と
連
携
・
協
議
し
、
海
外
研

修
派
遣
事
業
等
こ
れ
ま
で
の
振
興
策
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
広
く
周
知
し
効
果
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
小
・

中
・
高
の
連
携
・
協
働
を
は
じ
め
、
主
体
的
に

課
題
に
向
き
合
う
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
「
探

究
活
動
」
へ
の
支
援
も
行
い
、
高
等
学
校
教
育

の
質
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

特
別
支
援
教
育

　
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切

な
教
育
を
実
施
す
る
た
め
、
社
会
的
自
立
や
合

理
的
配
慮
を
踏
ま
え
た
個
別
の
教
育
支
援
計
画

に
基
づ
い
た
教
育
活
動
や
、
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
等
、
支
援
体
制
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

め
細
か
な
複
式
教
育
や
長
期
欠
席
児
童
生
徒
へ

の
支
援
等
、
多
様
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
努
め
ま
す
。

詳　
細　
教
育
委
員
会
教
育
支
援
担
当

�

☎
25

－

３
１
８
８

塾
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　　
足
寄
町
学
習
塾
に
赴
任
し
て
３
年
目
に
入
る

大
山
で
す
。
私
生
活
で
は
雌
阿
寒
岳
登
山
や
町

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
足
寄
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
足
寄
高
校
と
学
習
塾
の
連
携
を
強
化

し
つ
つ
、
家
庭
・
学
校
以
外
の
「
サ
ー
ド
プ
レ

イ
ス
」(

第
３
の
居
場
所)

と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

生
徒
の
ご
入
塾
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　　　
今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
足
寄
高
校

生
の
自
己
実
現
を
支
え
て
き
た
足
寄
町
学
習
塾

を
紹
介
し
ま
す
。　

　
こ
の
学
習
塾
は
、
足
寄
高
校
生
を
対
象
と
し

た
公
設
民
営
塾
と
し
て
足
寄
町
が
開
設
し
、
全

国
で
学
習
塾
を
展
開
す
る
㈱
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
47
が

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
足
寄
高
校
の
学
力
向
上
を
支
援
し
、
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
を
か
な
え
る
こ
と
で
、
同
校
の
魅

力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
入
学
希
望
者
の
増
加
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
足

寄
町
で
育
ち
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
持
つ
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
、
地
域
の
存
続
・
活
性
化

の
鍵
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
足
寄
町
学
習
塾
」
で
自
己
実
現
を
！

　
専
任
講
師
が
そ
ば
で
学
習
を
支
援
す
る
「
個

別
指
導
」
と
、
一
流
講
師
陣
に
よ
る
授
業
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
「
映
像
指
導
」
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
の
指
導
シ
ス
テ
ム
で
学
力
向
上
を
図

り
ま
す
。

公設民営塾「足寄町学習塾」

映像授業や自習を行う映像授業や自習を行う
個室ブース個室ブース

講師が直接指導を行う講師が直接指導を行う
個別指導ルーム個別指導ルーム

　
学
習
塾
で
は
足
寄
高
校
生
１
～
３
年
生
お
よ

び
翌
年
度
足
寄
高
校
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方

向
け
に
見
学
を
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
学
習
塾
を
活
用
し
て
将
来
の
思
い
描
く
進
路

を
つ
か
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

大山敦人塾長

中
田
雪
椰
さん
（
新
２
年
生
）

　
私
は
受
験
に
向
け
た
勉
強
を
中
心
に
学
習
塾

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

�

こ
の
塾
で
は
、
定
期
テ
ス
ト
や
検
定
な
ど
の

対
策
も
充
実
し
て
い
て
、
こ
の
１
年
間
で
自
分

の
学
力
の
大
幅
な
向
上
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
塾
の
講
師
の
方
々
も
親
切
で
接
し
や
す
い

の
で
、
楽
し
く
通
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

島
田
夏
希
さん
（
新
３
年
生
）

　
私
は
高
校
１
年
生
の
頃
か
ら
学
習
塾
に
通
い

始
め
ま
し
た
。

�

検
定
の
取
得
や
、
進
路
実
現
に
向
け
た
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
今
の
自
分
に
必
要
な
勉
強
の

相
談
が
で
き
る
の
で
、
と
て
も
心
強
い
で
す
。

　

ま
た
、
部
活
と
の
両
立
で
大
変
な
と
き
も
、

帰
り
際
に
「
お
疲
れ
！
」
と
笑
顔
で
声
を
掛
け

て
く
れ
る
の
で
、う
れ
し
く
な
り
、頑
張
ろ
う
！

と
元
気
が
出
ま
す
。

長
田
源
さん
（
令
和
６
年
３
月
卒
塾
）

　
私
は
高
校
生
活
の
３
年
間
、
学
習
塾
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

�

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
進
度
や
進
路
に
応
じ

て
指
導
し
て
く
れ
る
こ
と
が
良
い
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。勉
強
の
や
る
気
が
出
な
い
と
き
も
、

塾
に
行
け
ば
自
然
と
や
る
気
が
出
て
き
て
、
勉

強
に
集
中
で
き
ま
し
た
。

利
用
者
（
塾
生
）
の
声

指
導
シ
ス
テ
ム

　
「
個
別
指
導
ル
ー
ム
」「
個
室
ブ
ー
ス
」
の
２

つ
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
生
徒
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
学
べ
る
環
境
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

２
つ
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
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３/１　足寄高等学校３/１　足寄高等学校3/15　足寄中学校3/15　足寄中学校

3/22　足寄小学校3/22　足寄小学校3/22　芽登小学校3/22　芽登小学校

3/22　大誉地小学校3/22　大誉地小学校 3/22　螺湾小学校3/22　螺湾小学校

3/21　芽登保育所3/21　芽登保育所 3/21　認定こども園どんぐり3/21　認定こども園どんぐり

3/21　上利別保育所3/21　上利別保育所 3/21　螺湾保育所3/21　螺湾保育所

読書感想文コンクール
　第47回読書感想文コンクール（町教育委員
会主催）の表彰式が町民センターで開催され
ました。コンクールには、町内の小中学校か
ら４０８点の応募があり、45点の作品が入賞
しました。受賞者代表の向井大翔さん（中学３
年）が「大人に近づくにつれ人生について考
えなければならない時、本を人生の選択に役
立てていきたい」とあいさつしました。

3/13/1

3/23/2

緑十字銀章を受章

少年団の垣根を越えて
　第30回町スポーツ少年団交流会（町スポー
ツ少年団本部主催）が総合体育館で開催され、
町内のスポーツ少年団に加入する小学生や指
導者ら67人が参加しました。交流会では、レ
クリエーションを行った他、㈱北海道日本ハ
ムファイターズアカデミーの市川卓さんと田村
優佳さんから、効果的なウオーミングアップや
ストレッチの指導を受けました。

2/152/15
　全日本交通安全協会・緑十字銀章交通安全
功労者の表彰を受けた町交通安全協会理事の
斉藤弘二さんが役場を訪れ、渡辺俊一町長に受
章の報告をしました。
　斉藤さんは「家族の支えや、一緒に活動する
仲間の協力のおかげで続けられた。元気なう
ちは、世のため人のために役に立ちたい」と
話しました。

2/172/17

共に地方創生を目指して
　町は東洋株式会社（角高紀代表取締役社長）
と地方創生の推進に関する包括連携協定を締
結し、協定式が行われました。この協定によ
り町と同社が連携して地域活性化および地域
経済に寄与する情報発信活動を推進します。
　協定式で渡辺俊一町長は「この協定により、
町の魅力を町内外に発信できることを期待し
ています」とあいさつしました。

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。
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　足寄小学校の程野純貴教諭と、子育て情報紙
編集委員代表の安原紗奈恵さんが、東海林弘哉
教育長に教育関係表彰の受賞報告をしました。
　程野教諭は、国語科教育の指導が評価され
北海道教育実践表彰の教職員表彰を受賞し、
町教育委員会は家庭教育や子育て支援の組織
的推進が評価され安原さんが代表で十勝管内教
育実践表彰を受賞しました。

町民のつどい

3/113/11

　ロビーコンサート「Ｌｕｐｉｎ　Ｓｔｒｉ
ｎｇ　Ｑｕａｒｔｅｔ（ルパン　ストリング
　カルテット）コンサート」が町民センター
で行われ、１３０人が鑑賞しました。
　モーツァルトのアイネ・クライネ・ナハト
ムジークなど聞きなじみのある曲を中心にア
ンコールを含む13曲を弦楽四重奏で演奏し、
訪れた観客らを魅了しました。

四重奏の美しい音色 3/173/17

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

楽しく英語を学ぼう！

長年の教育活動をたたえて

　第37回ふるさとを考える町民のつどい（自
治会連合会主催、二川靖会長）が町民センタ
ーで開催され、53人が参加しました。
　防災講演会では町総務課の中川主査が「命
を守る・助けるための備え」について説明し
たほか「救急救命・応急処置講座」や「脱炭
素社会を目指す地域資源利用の取組み」につ
いての説明や報告が行われました。

3/73/7
　英会話教室「カミール先生とＧｒｏｗｉｎ
ｇ　ｕｐ　ｔｏｇｅｔｈｅｒ！英会話」（町
教育委員会主催、全３回）が国際交流員のカ
ミール・エスペリータさんを講師に町民センタ
ーで行われ、10人が参加しました。
　参加した足寄高等学校の岸田海さん（１年生）
は「英語で伝えることは難しいけどためにな
った」と感想を話しました。

3/103/10

電話でお申し込みができます！
ヘリカルCT肺がん検診･PETがん検診のお知らせ

検 診 名 対　象　者 助成対象人数 料　　　金

ヘリカルＣＴ
肺がん検診 ・30歳以上の町民

（平成７年４月１日以前に生まれた方）
＊ただし、助成対象は３年に１度と
なります。令和４年度・令和５年度
に助成を受けた方は助成の対象にな
りません。

先着10人 自己負担　10,000円
＊町助成　10,020円

ＰＥＴがん検診 先着35人 自己負担　60,130円
＊町助成　10,000円

詳細・申込先　役場福祉課保健推進担当　　　☎２５－２５７１

申込期間　令和７年１月31日㈮まで
受診期間　令和７年３月31日㈪まで
実施機関　ヘリカルＣＴ肺がん検診 : 町国民健康保険病院
���������������ＰＥＴがん検診 : 社会医療法人　北斗　北斗病院（帯広市）
そ の 他　�受診結果は病院から町にも報告されます。個人情報につきましては健康づくり目的以外

には使用しません。

子宮頸がんワクチン接種について

子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルスの感染を防ぐ子宮頸がん予防ワク
チン（ＨＰＶワクチン）について、定期接種対象の方に案内や予診票等の書類を発送
します。まだ接種が完了していない方は、ぜひ接種の検討をお願いします。ご不明な
点等は福祉課までお問い合わせください。
詳細　役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

母子健康手帳の交付方法について

　妊娠届出時には妊婦本人のマイナンバーの提示が必要です。
　また、出産応援ギフトの申請のため受取口座を確認できる書類の写しが必要となります。
■提出時の持ち物
　・マイナンバーカード　※マイナンバーカードがない場合は、マイナンバー通知カードと身分証
明書（運転免許証やパスポート等）の持参をお願いします。
　・妊婦本人の通帳またはキャッシュカード（母子手帳交付対応時に写しを取ります）
■交付方法
※発行には書類記入や体調確認、申請等で１時間程度かかります。
担当者が不在の場合もありますので、お手数ですが、事前に母子手帳を取りに来られる日時を
必ず予約してください。
※やむを得ない理由により代理人の方が届け出される場合は、妊婦本人のマイナンバーの提示、
代理人の身元確認および委任状の提出が必要です。

■場　　所
　役場１階　福祉課保健推進担当（役場正面玄関から左へ）
■受付時間
　平日　午前８時 35 分～午後５時５分
詳細　役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info
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足寄消防団連合演習を行います

　足寄消防団による連合演習を行います。消防
団員が日頃の訓練の成果を披露する貴重な機会
ですので、ぜひご覧ください。また、当日は午
前８時にサイレン吹鳴を行いますので火災とお
間違えのないようにお願いし
ます。
日時　５月12日㈰　午前10時～
場所　役場駐車場

ご注意ください
有害鳥獣駆除実施中

自衛官募集事務に係る対象者情報
の提供について

　町では、自衛隊法施行令第１２０条に基づく
依頼により、防衛大臣に対し自衛官などの募集
事務に係る募集対象者情報（住所・氏名・性別・
生年月日）を提供しています。
　自衛隊に自分の個人情報の提供を望まない方
は、除外申請の手続きをしていた
だくことにより、自衛隊へ提供す
る情報から除外しますので申請書
を提出してください。
受付期間　５月７日㈫まで
対象者　�足寄町に住民記録があり令和６年度中

に以下の年齢になる方
　　　　・18 歳となる方（平成 18 年４月２日
　　　　　～平成 19 年４月１日生まれ）
　　　　・22 歳となる方（平成 14 年４月２日
　　　　　～平成 15 年４月１日生まれ）
申請者　本人または、保護者等
申請方法　持参、または郵送での申請となります。
※�申請書は、役場総務課窓口と町ホームページ
に用意しています。

町防災行政無線戸別受信機の受
け取り・返却はお済ですか？

詳細　役場総務課企画調整担当
　　　☎２８－３８５１

　町では防災行政無線の戸別受信機を町内の全
世帯および事業所に貸し付けを行っています。
戸別受信機を設置すると、聞こえづらいなどの
問題を解消し室内で情報を聞くことができるよ
うになります。また、聞き逃してしまった放送
を再生することもできます。戸別受信機の貸し
付けは、役場２階総務課で行っ
ています。
　また、すでに設置している方
で町外に転出される方は戸別受
信機の返却をお願いします。

詳細　役場経済課林業振興担当
　　　☎２８－３８６２

　町では、エゾシカによる農業被害や林業被害
を減らすために、北海道猟友会足寄支部の協力
により有害鳥獣駆除を実施しています。
　有害鳥獣駆除実施期間中に山菜採り等で山林
や畑、牧草地の周囲を歩く方は、目立つ服装で
入林し、設置されているわなに注意してください。

駆除区域　足寄町全域（住宅地・鳥獣保護区　
　　　　　等は除く）
駆除期間　３月から10月末
使用する道具　銃器、くくりわな、
　　　　　　　囲いわな

詳細　役場総務課総務担当　
　　　☎２５－２１４１

町国保病院からのお知らせ

　町国保病院では、地域医療で求められる医師
を育成する観点から、道内の大学病院や基幹病
院等から臨床研修医や医学実習生の受け入れを
積極的に行っています。
　今年度は、14人の研修医を４週間のローテー
ションにより受け入れするほか、実習生の受け
入れも予定しています。
地域医療の現場で臨床研修や医学実習を体

験することで、将来的に地域医療を志す医師の
確保につながることが期待されます。
　研修の一環として、上級医・指導医の監督の
もと、研修医が診療業務等に
携わる機会や実習生が見学す
る場合がありますが、地域の
皆さんのご理解とご協力をよ
ろしくお願いします。
詳細　町国民健康保険病院総務担当
　　　☎２５－２１５５

詳細　足寄消防署
　　　☎２５―２６１９
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空家等の適正管理をお願いします

詳細　役場総務課企画調整担当　☎２８－３８５１

■空家等とは
　国の基本方針では、長年人が住んでいない使われなくなった廃屋のみだけ
ではなく、使用していない状態が１年以上続いているものを「空家等」と規
定しています。
■空家等の管理
　空家等を放置し続けてしまうと、老朽化が進み、さまざまなリスクが発生します。
　空家等の適正な管理は、所有者等（所有者・管理人・所有者が亡くなっている場合は相続人）に
定められた責務です。国内では老朽化したコンクリートブロック塀が倒壊したことで死亡者が出る
など痛ましい事故も発生しています。
　もし老朽化が進んだ空家等を放置し他者に被害を及ぼしてしまった場合は、数千万円～数億円の
賠償金を支払う可能性があります。ご自身だけではなく、空家等の周辺にお住まいの方のためにも
定期的な点検や戸締りを徹底し、壁の破損や倒壊の恐れがある際は早めに修繕、解体をするなどの
適正な管理をお願いします。
■空家等になる前の対策
　空家等が管理不全となり、放置されてしまう主な原因に相続問題があります。
自宅が空家等になることは、誰にでも起こりえます。家屋等の所有者が今
のうちにできることは、空家等になった場合にどうするか（売却、解体、
賃貸）をはっきり決めておくことです。自分の意思をあらかじめ家族に伝
えておくことで相続人の負担を大きく減らすことにもつながります。
　令和６年４月１日に、相続登記が義務化されました。不動産を相続したことを知ったときから、
３年以内に相続登記をしなければ「10万円以下の過料」が科せられます。相続登記義務違反者を法
務局が知ったときに、義務違反者に対して催告がされ、相当の期間が経過しても相続登記がされな
い場合は、裁判所への過料通知が行われることになります。なお、令和６年４月１日より以前に相
続が開始している場合も、３年の猶予期間がありますが、義務化の対象となります。不動産を相続
したら、早めに登記の申請をしましょう。

　
　また、相続を放棄しても他の相続人や相続財産管理人がいない場合は管理を続けなければなりま
せん。管理を怠ったことで他者に被害を及ぼした場合は、賠償責任を問われる恐れがあります。
■空家等になった後の対策
　町では、長い間放置されて老朽化が進んだ空家等を解体する際の補助金として「住環境・店舗等
整備補助金（老朽危険空家等除却）制度」を設けています。
　危険な空家等の解体を検討中の方は、ぜひこの制度をご活用ください。
　また、足寄町・本別町・陸別町の３町で運営している「とかち東北部
移住サポートセンター」では、売却・賃貸を希望する空家等の情報をホ
ームページに無料で掲載し周知しています。比較的状態の良い建物は、
選択肢も増えますので、空家等の利活用を検討している場合は早めに決
断し、空家等の適正な管理に務めてください。

とかち東北部移住
サポートセンター

老朽危険空家等
除却制度

詳しくはこちら→
法務局ホームページ
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工事期間変更のお知らせ足寄町結婚新生活支援事業補助金

　町では、新婚世帯を対象に住居費用・リフォ
ーム費用および引っ越し費用の一部を助成します。
申請期限　令和７年３月31日㈪まで
補助額　補助金上限額30万円（夫婦
共に29歳以下の場合は60万円）
対象世帯
　令和６年１月１日から令和７年３月31日まで
に婚姻届を提出した世帯で、婚姻届出時点で夫
婦共に年齢が39歳以下であり、夫婦の合計年間
所得が500万円未満
対象経費
・住宅取得費用
・住宅賃貸費用
・引っ越し費用　　等
　その他の条件や対象経費についてはホームペ
ージからご確認ください。
※�対象経費の内容によって必要書類等が異なり
ますので、申請前にお問い合わせください。
詳細　役場総務課企画調整担当　
　　　☎２８－３８５１

←足寄市街地

一の沢橋

ポン沢橋

町道足寄白糠線稲牛川ポン稲牛橋

町
道
稲
牛
拓
進
線

詳細　役場建設課土木担当
　　　☎２８－３８６４

橋梁長寿化修繕（ポン沢橋・一の沢橋）工事
工事箇所：稲牛（町道稲牛拓進線）
工事期間 : ５月31日㈮まで
※�工事作業中は通行止めとなります。関係地域
の皆さんには大変ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

　
４
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で
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。
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①
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動
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結婚新生活
支援事業補助金

令和６年度個人住民税に適用される定額減税について

　詳細　役場住民課課税担当　☎２８－３８５９

　令和６年度税制改正大綱が決定され、令和６年分所得税および令和
６年度個人住民税の定額減税が実施されることになりました。
　今月号では個人住民税の定額減税について３月末現在で公表されて
いる内容をお知らせします。

①減税の対象者
　令和６年度において個人住民税の所得割が課税される方
　※個人住民税非課税の方および均等割のみ課税の方は定額減税の対象外です。
②減税額（特別控除額）
　・納税義務者本人分・・・１万円
　・控除対象配偶者または扶養親族・・・１人につき１万円を加算

令和６年７月～令和７年５月分
定額減税後の住民税を11カ月で徴収

　イ）普通徴収（事業所得者等で口座引き落としや納付書での納税）
　�　普通徴収は、６月・８月・10月・12月の４期で納税することになりますが、第１期（６月納期分）か
ら減税分を控除します（第１期で控除しきれない場合は第２期以降から順次控除します）。

６月分
徴収しない

６月納期分から
減税分を控除

　ウ）公的年金等に係る所得に係る特別徴収（年金から天引き）
　　公的年金からの特別徴収は、４月から翌年２月までの年金支給月に年金から天引きして納税すること
　になりますが、８月までの仮徴収期間は減税分を控除せず、10月分から減税分を控除します（10月分で
　控除しきれない場合は、12月分以降から順次控除します）。

10月納期分から
減税分を控除６月

納期分
８月
納期分

４月
納期分

12月
納期分

２月
納期分

８月
納期分

10月
納期分

12月
納期分

③定額減税後の住民税の徴収方法

　納税義務者の所得の種類、徴収方法によって減税の時期が異なります。
　ア）給与所得に係る特別徴収（給料天引き）
　�　給与からの特別徴収は、通常１年分の住民税を６月から翌年５月までの12カ月で徴収しますが、令和
６年度分については６月分を徴収せず、減税後の住民税を11カ月で徴収します。

例）納税義務者（夫：合計所得金額１８０５万円以下）
　　扶養親族（妻：合計所得48万円以下、子①：高校生16歳以上、子②：小学生）のケース
　　　減税額＝納税義務者１人×１万円＋扶養親族３人×１万円＝４万円
※年少扶養親族（16歳未満）も定額減税加算対象の扶養親族に含みます。ただし、控除対象
配偶者および扶養親族は国内居住者に限ります。
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春の火災予防運動期間について
　４月20日から４月30日までは春の火災予防運動期間です。この運動は、火災が発生しやすい
時期を迎えるに当たり、町民の皆さんに火災予防の意識を一層高めていただくことで、火災の
発生を防ぐことを目的としています。

　令和５年中に町内では９件の火災が発生し、２人の方が亡くなっています。大切な命、大切
な財産を守るためにも住宅用火災警報器の設置および維持管理をしてください。
　例年４月、５月は全道で火災が多数発生しています。この時期は特に空気が乾燥し、強風によ
り延焼スピードが速くなりますので、火の取り扱いには十分注意してください。

野焼きは禁止されています！
　廃棄物（ごみ）を燃やすことは法律で禁止されています。野焼きを行った場合は、５年以下
の懲役、１千万円以下の罰金のいずれか、または両方が科せられます。
　「昔から燃やしている」「自分一人くらいならいいだろう」と簡単に考えて罰則を受けるケ
ースもありますのでご注意ください。町内においても、家庭ごみを焼却処分中に火の粉が枯れ
草に着火し、延焼拡大した火災が数件発生しています。近隣の住宅に被害が出たり、大切な家
族や財産を失う可能性がありますので、安易な考えで野焼きを行わないでください。
　家庭から出たごみは、決められた日に決められたごみ収集場所へ出すようにしましょう。

詳細　足寄消防署予防担当　☎２５－２６１９
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の
除
排
雪
等
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
作
業
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
あ

り
、
ご
自
身
の
知
識
・
能
力
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
仕
事
内
容
・
働
き
方
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
就
労
セ
ン
タ
ー
で
働
く
に
は

　
会
員
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
高

齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
登
録
に
当
た
り
、
特
別
な
技
能
や
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
仕
事
の
依
頼
に
つ
い
て

　
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
仕
事

の
内
容
や
時
期
を
お
聞
き
し
、
就
労
可
能
な

会
員
を
派
遣
し
ま
す
。

※�

時
期
や
内
容
に
よ
っ
て
は
、
す
ぐ
に
対
応

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

　
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
働
く
意
欲
の
あ
る
会

員
が
多
数
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
現
役
世
代
と
同
等
の
ス
ピ
ー
ド
で
仕
事
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
の
就

労
に
適
し
た
範
囲
の
仕
事
で
あ
れ
ば
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
会
員
の
体
力
・
能
力
に
合
っ

た
、
経
験
を
生
か
せ
る
仕
事
へ
の
就
労
を
心

掛
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
働
い
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
の
会
員
登
録
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

公園の草刈り公園の草刈り

　
昨
年
は
待
望
の
厚
生
旅
行
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
５
月
下
旬
に
実

施
し
、
会
員
の
１
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
予
定
で
す
。

■
新
就
労
セ
ン
タ
ー
長
就
任
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
１
日
付
で
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

し
ま
し
た
立
川
俊
克
で
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※�

作
業
内
容
・
料
金
表
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
内
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

厚生旅行厚生旅行

立川就労センター長立川就労センター長
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あ
な
た
の
歯
を
守
る
お
手
入
れ

グ
ッ
ズ
！

●
む
し
歯
や
歯
周
病
の
原
因

　
歯
を
失
う
二
大
原
因
は
む
し
歯
と
歯
周
病

で
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
の
主
な
原
因
と
し

て
、
歯
の
表
面
に
付
着
す

る
歯し

垢こ
う
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
歯
磨
き
の
予
防
効
果
と
は

　
歯
垢
と
は
、
歯
の
表
面
に
細

菌
の
塊
が
パ
ッ
ク
の
よ
う
に
付

着
し
た
も
の
で
、
歯
ブ
ラ
シ
で

簡
単
に
落
と
せ
る
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
歯
ブ
ラ

シ
の
み
で
落
と
せ
る
汚
れ
は
全
体
の
60
％
と

い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
歯
の
形
に
関

係
し
て
い
ま
す
。

　
歯
は
平
面
で
は
な
く
、
丸
み
を
帯
び
て
お

り
、
歯
同
士
が
隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
歯

と
歯
茎
の
境
目
、
歯
の
か
む
面
等
は
歯
ブ
ラ

シ
が
届
か
ず
、
汚
れ
が
残
り

や
す
い
で
す
。
そ
こ
で
、
歯

ブ
ラ
シ
以
外
の
清
掃
器
具
に

よ
る
お
手
入
れ
が
効
果
的
で
す
。

●
補
助
清
掃
器
具
の
効
果

・
フ
ロ
ス

　
歯
と
歯
の
間
の
歯
垢
は

フ
ロ
ス
を
使
用
し
な
け
れ

ば
除
去
で
き
ま
せ
ん
。

　
指
で
巻
く
タ
イ
プ
と
持
ち
手
が
付
い
て
い

る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
を
使
っ

て
も
効
果
に
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
と
歯
茎
の
境
目
に
優
し
く
入
れ
て
歯
に
沿

わ
せ
て
汚
れ
を
か
き
出
す
よ
う
に
使
用
し
ま

す
。
フ
ロ
ス
は
毎
日
使
用
す
る
こ
と
で
効
果

が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
そ
の
都
度
新
し
い
も
の

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
歯
間
ブ
ラ
シ

　

歯
と
歯
の
間
の
隙
間
が

広
い
場
合
や
、
ブ
リ
ッ
ジ

な
ど
の
か
ぶ
せ
物
を
し
て

い
る
部
分
の
清
掃
に
適
し

て
い
ま
す
。

　
小
さ
過
ぎ
る
と
十
分
に
汚
れ
が
取
れ
ず
、

大
き
過
ぎ
る
と
歯
茎
が
痛
ん
だ
り
歯
の
摩
耗

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
歯
科
医
院
を
受
診
し

た
際
に
、
自
分
に
合
う
サ
イ
ズ
を
確
認
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
使
用
方
法
は
歯
の
隙
間
に
優
し
く
入
れ
、

何
度
か
前
後
に
往
復
さ
せ
ま
す
。
唇
側
か
ら

だ
け
で
は
な
く
、
必
ず
舌
側
か
ら
も
通
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
使
用
後
は
水
で

洗
い
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
る
と
何
度
か
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳　
細　
役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　
町
で
は
歯
周
病
検
診
の
中
で
、
む
し
歯

の
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
歯
科

医
院
で
、
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
お
よ

び
妊
婦
と
そ
の
夫
は
５
０
０
円
、
節
目
年

齢
の
方
（
41
、
51
、
61
、
71
歳
）
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方

は
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
健
推
進
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

記
載
の
年
齢
は
令
和
６

年
度
内
年
齢
で
す
。

歯と歯の間 歯と歯茎
の間 歯のかむ面

フロス 〇 △ ×

歯間
ブラシ 〇 △ ×

タフト
ブラシ △ 〇 〇

磨きにくいところに適した補助清掃器具

・
タ
フ
ト
ブ
ラ
シ

　
歯
ブ
ラ
シ
よ
り
も
細
く
、

毛
の
部
分
が
小
さ
い
歯
ブ

ラ
シ
で
す
。

　
歯
と
歯
茎
の
境
目
や
か
む
面
の
溝
、
歯
の

重
な
っ
た
部
分
に
使
用
し
ま
す
。
使
用
方
法

は
毛
先
を
歯
と
歯
茎
の
境
目
に
入
れ
て
、
汚

れ
を
か
き
出
す
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
横
に
小

刻
み
に
動
か
し
ま
す
。
磨
き
に
く
い
細
か
い

部
分
は
必
ず
鏡
で
毛
先
が
歯
面
に
当
た
っ
て

い
る
の
を
確
認
し
な
が
ら
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

フロス

歯間ブラシ

　
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
限
ら
ず
ト
ラ
ブ
ル
は

突
然
や
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、
悩
ん
で

い
な
い
で
す
ぐ
に
家
族
な
ど
信
頼
で
き
る
人

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
内
に
お
け
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
こ

こ
数
年
、
30
～
40
件
で
推
移
し
て
お
り
「
訪

問
販
売
や
訪
問
購
入
で
事
業
者
と
必
要
の

な
い
契
約
を
し
て
し
ま

っ
た
」「
通
信
販
売
で

定
期
購
入
商
品
と
知
ら

ず
に
注
文
し
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
消
費
生
活
相
談
員
は
相
談
業
務
の
他

に
出
前
講
座
や
広
報
を
活
用
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
例
を
紹
介
し
て
啓
発
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消

費
者
庁
で
は
動
画
配
信
で
分
か
り
や
す
く

ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

気
軽
に
視
聴
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
対
応
で
き
る
消
費
者
に
な
り
ま

し
ょ
う
！

Ｑ
：
消
費
者
に
も
分
か
り
や
す
く
ト
ラ
ブ

ル
事
例
や
解
説
を
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費
者
庁
の

詳　
細

　
消
費
生
活
相
談
所　
☎
28

－

０
５
８
５

　
　
（
南
６

－

２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
平
日
：
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

Ｈ
Ｐ
で
は
、
実
際
に
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル

事
例
等
を
紹
介
し
て
お
り
、
全
国
的
に
増

加
傾
向
に
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
最
新
情
報
を

消
費
者
の
世
代
に
合
わ
せ
て
随
時
更
新
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
等

で
動
画
に
よ
る
啓
発
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
す
す
め
動
画　
啓
発
ア
ニ
メ
「
パ
ン

ダ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
」

　
今
起
き
て
い
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
た
啓
発
ア
ニ
メ
が
配
信
さ

れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
手
口
や
ト
ラ
ブ

ル
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
消
費
者
の
味
方
「
パ
ン
ダ
マ
ン
」

が
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

■
お
す
す
め
動
画　
「
身
近
な
契
約
の
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
：
消
費
者
庁
Ｈ
Ｐ

　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
買
物
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿

等
、
何
気
な
い
行
為
に
伴
う
契
約
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ド
ラ
マ
仕
立

て
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
消
費
生
活
相
談
以
外
の
ト
ラ
ブ
ル
は

ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
：
消
費
生
活
相
談
で
は
労
働
（
雇
用
）

問
題
に
つ
い
て
は
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
費
生
活
相
談
員
の
助

言
や
あ
っ
せ
ん
交
渉
で
は
解
決
す
る
こ
と

が
困
難
と
思
わ
れ
る
事
案
に
つ
い
て
は
法

律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護
士
相
談
を
ご
案

内
し
ま
す
。

◎
無
料
法
律
相
談
に
つ
い
て

開
催
日
：�

５
月
21
日
㈫
、
10
月
８
日
㈫
、

令
和
７
年
２
月
４
日
㈫

場　
所
：
消
費
生
活
相
談
所

時　
間
：
午
後
１
時
～
４
時

申
込
先
：
帯
広
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
５
５

－

66

－

４
８
７
７

受
付
時
間
：�

月
～
金　
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※�

相
談
前
に
現
在
の
状
況
を
整
理
し
て
お

く
と
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

①
契
約
に
至
っ
た
経
緯

②
契
約
書
や
約
款
な
ど
手
元
に
あ
る
関
係

書
類

③
請
求
額
や
領
収
書
な
ど
被
害
金
額
が
分

か
る
も
の

④
契
約
金
額
や
既
に
支
払
っ
た
額

⑤
支
払
い
方
法

国民生活
センターＨＰ

国民生活センター
ＹｏｕＴｕｂｅ

消費者庁
ＨＰ

消費者庁
ＹｏｕＴｕｂｅ

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

　
小
林
製
薬
に
よ
る
紅
麹
関
連
製
品
の
使
用

中
止
の
お
願
い

　
現
在
、
小
林
製
薬
が
製
造
・
販
売
す
る
、

紅
麹
を
含
む
い
わ
ゆ
る
健
康
食
品
の
回
収
等

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
製
品
を
購
入
し
た
方
は
、
直
ち

に
喫
食
を
中
止
し
、
身
体
に
異
常
が
あ
る
場

厚労省健康
被害情報

合
に
は
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
か
最
寄
り
の

保
健
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

～
自
分
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
な
ん
て
⁉

「
困
っ
た
」
と
な
る
前
に
動
画
で
学
習
の
巻
～

第
137
回
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１．お住まいの場所で下水道が整備され供用開始されているか確認
　公共桝が設置されていれば下水道が整備されています。
　排水設備は速やかに、くみ取り便所は供用開始後３年
以内に下水道へ接続しなければなりません。�
２．指定工事事業者に工事を依頼
　下水道への切替工事ができるのは、指定工事事業者の
みとなっています。
　・工事費用は自己負担になります。
　・補助金の制度についてはお問い合わせください。
　・指定工事事業者は町ホームページで閲覧することができます。
３．下水道使用スタート
　町の検査完了後、下水道の使用開始となります。
※ご不明な点があればお問い合わせください。

　詳　細　役場建設課上下水道工務担当　☎２８－３８６８

令和６年度水質検査計画について 水質検査結果
区分 単位 おいしい水研

究会基準 水質基準 足寄町の
上水道

蒸留残留物 mg/l 30～200 500以下 77.0
硬度 mg/l 10～100 300以下 8.8

有機物等 mg/l ‐ ３以下 １
臭気 度 ３度以下 ３度以下 なし
水温 ℃ 20℃以下 ‐ 13.8

※�厚生労働省の「おいしい水研究会」のデータと令和５年足寄
町の水道水を比べたものです。

　水道水　安心・安全　これからも　水道水　安心・安全　これからも 第46号第46号

　下水道管に、油脂分を多く含んだ排水を流すと油脂分が冷え固まり、閉塞する（詰まる）ことがあり
ます。下水道が閉塞すると、その排水を流した人だけではなく、多くの使用者が「下水道を使えない」
状況となります。各家庭で油を流さないよう対策をし、特に除害施設を設けている使用者は、定期的に
油脂分を掃除するなど適正な維持管理をお願いします。
　除害施設は、下水道に害を及ぼすゴミや油脂分等を下水道に流す前に除去する施設で、主に飲食業や
大型施設に設けられています。

あしょろの上下水道あしょろの上下水道
下水道における除害施設（グリース阻集器等）の適正な維持管理について

公共桝

　地震などの災害発生から救援体制が整
うまでには、およそ３日間を要するとい
われています。
　災害時に確保できる水の量には限りが
あります。非常時に備えて、皆さんのご
家庭でも「１人当たり３リットル×３日
分」の飲料水の備蓄をお願いします。ま
た、いざというときトイレ等の生活用水
として使用するためにお風呂の残り湯を
ためておいたり、水を入れられる清潔な
容器を用意しておくこ
とも災害への備えとし
て有効です。

飲料水の備蓄をお願いします下水道に接続していますか？

閉塞 正常

グリース阻集器の日常清掃 閉塞した下水道と正常な下水道

　水道の水質基準改定 (平成 16 年４月１日施行 )
に伴う水道法施行規則改定に基づき水質検査計画
を策定しましたので、お知らせします。
　水質検査計画については、役場
内または町ホームページ内で閲覧
できます。
　また、令和５年度の水質検査結
果も町ホームページ内で閲覧でき
ます。 水質検査計画

と検査結果

●
４
月
に
読
み
た
い
こ
の
１
冊

　
４
月
29
日
は
「
昭
和
の
日
」
で
す
。
本
を

読
み
な
が
ら
昭
和
を
懐
か
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

・「
く
ら
べ
る
時
代
」�

お
か
べ　
た
か
し

　

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
昭
和

と
平
成
で
比
較
し
て
い
ま
す
。

オ
ム
ラ
イ
ス
の
形
、
昭
和
と

平
成
で
違
う
の
が
分
か
り
ま

す
か
？

・「
昭
和
珍
道
具
図
鑑
」�

魚
柄　
仁
之
助

　
「
そ
れ
、
本
当
に
使
い
や
す
い
？
」
と
思

う
よ
う
な
道
具
が
出
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
自

身
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
今
月
の
展
示

「
本
屋
大
賞
」

「
お
で
か
け
し
ま
せ
ん
か
」

「
お
酒
の
あ
れ
こ
れ
」

「
冒
険
と
サ
ス
ペ
ン
ス
」

●
一
般
書

「
殺
め
る
女
神
の
島
」�

秋
吉　
理
香
子

「
用
心
棒
稼
業
」�

佐
伯　
泰
英

「
守
護
者
の
傷
」�

堂
場　
瞬
一

「
方
舟
を
燃
や
す
」�

角
田　
光
代

「
肉
ビ
ジ
ネ
ス
」�

小
池　
克
臣

「
減
酒
セ
ラ
ピ
ー
」�

吉
本　
尚

●
児
童
書

「
わ
た
し
を
描
く
」�

ス
ー
ジ
ー
・
リ
ー

「
さ
ん
ご
い
ろ
の
雲
」

�

や
え
が
し　
な
お
こ

「
ド
ラ
え
も
ん
の
理
科
お
も
し
ろ
攻
略（
新
版
）

力
と
電
気
、
音
、
光
が
わ
か
る
」　　
　
　

�

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄

「
ど
こ
か
が
お
か
し
い
」�

佐
東　
み
ど
り

「
あ
か
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
」　

�

い
も
と　
よ
う
こ

今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

　
詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
や

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

カ
ナ
ダ
の
桜
祭
り

カ
ミ
ー
ル
・
エ
ス
ペ
リ
ー
タ

　
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、
毎

月
４
月
初
旬
に
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
桜
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
１
９
３
０
年

代
初
頭
、
神
戸
市
と
横
浜
市
は
第
一
次

世
界
大
戦
で
戦
没
し
た
日
系
カ
ナ
ダ
人

へ
の
追
悼
の
意
を
込
め
て
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
市
に
５
０
０
本
の
桜
の
木
を
贈
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
来
桜
の
木
は
増
え
続

け
、
５
０
０
本
か
ら
始
ま
っ
た
桜
の
木

は
、
今
で
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
全
域
に
４

楽
器
の
演
奏
、
日
本
舞
踊
な
ど
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
カ
ナ
ダ
は
い
ろ
い
ろ
な
人
種
の
人
た

ち
が
共
存
す
る
多
文
化
社
会
で
あ
る
た

め
、
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
お
祭
り
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
バ
ン
ク
ー

バ
ー
桜
祭
り
」
は
カ
ナ
ダ
と
日
本
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
だ
と

思
い
ま
す
。

　
私
も
足
寄
と
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
を

つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
４
月
か
ら
気

持
ち
を
新
た
に
頑
張
り
ま
す
。

万
３
千
本
以
上
あ
り
ま
す
。

　
２
０
０
５
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
桜
祭
り
」

に
は
、
毎
年
カ
ナ
ダ
の
み
な

ら
ず
、
世
界
中
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
お
祭

り
の
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

中
で
も
「
サ
ク
ラ
デ
イ
ズ
ジ

ャ
パ
ン
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
日
本
文
化
を
テ
ー
マ

に
日
本
の
お
祭
り
で
見
ら
れ

る
定
番
の
食
べ
物
や
日
本
酒

が
売
ら
れ
、
ま
た
茶
道
や
和

バンクーバー桜祭りを楽しむ人々

図書館情報

ルイカからの
お知らせ

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/
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　ふるさと銀河線として運行していた車両の運
転体験や乗車体験、足こぎ式トロッコ乗車体験
が今年も始まります。
　運転体験は会員登録や
事前予約が必要です。また、
営業日により体験できる
メニューが異なります。
　乗車体験（車両、トロッコ）の営業日は第２・
第４土曜・日曜日およびＧＷ期間です。詳細は
公式ホームページの営業予定表をご確認ください。

営業期間・時間
４月27日㈯～10月31日㈭�
午前９時～午後４時（受け付けは午後３時30分
まで）
詳細　ふるさと銀河線りくべつ鉄道
　　　☎２７－２２４４

　本別山渓つつじ祭り実行委員会では「第66回
本別山渓つつじ祭り」を次の通り開催します。
つつじ祭り恒例のジャンボ義経鍋やステージシ
ョーなど、子どもから大人まで楽しめる催しを
予定していますので、皆さんぜひご来場ください。

日時　４月28日㈰　午前10時～午後２時
　　　※少雨決行
場所　義経の里　本別公園（東町）

詳細　本別町役場未来創造課商工労働観光担当
　　　☎２２－８１２１

タ
イ
ヤ
交
換
し
た
ら
空
気
圧
の
チ
ェ
ッ
ク
も
忘
れ
ず
に
！

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て　

第
24
回

令和６年度　ふるさと銀河線
「りくべつ鉄道」の運行が始まります

公式ホームページ

　
そ
ろ
そ
ろ
マ
イ
カ
ー
を
夏
タ
イ
ヤ
に
交
換

す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か
。

（
一
社
）
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協
会
の
調
査
に

よ
る
と
、
乗
用
車
の
４
台
に
１
台
が
空
気
圧

不
足
だ
っ
た
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が

不
足
し
た
ま
ま
運
転
し
て
い

る
と
、
走
行
抵
抗
が
増
し
て

燃
費
が
悪
く
な
り
、
そ
の
分

温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
適
正
値
よ
り
30
％
低

い
状
態
で
運
転
す
る
と
燃
費
が
４・６
％
、
60

％
低
け
れ
ば
12
・
３
％
悪
化
す
る
と
の
調
査

結
果
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
を
基
に
す
る

と
、
燃
費
が
13
・
０
㎞
／
Ｌ
の
車
が
１
万
㎞

走
る
場
合
、
タ
イ
ヤ
空
気
圧
が
適
正
値
で
あ

れ
ば
ガ
ソ
リ
ン
代
は
約
13
万
円
の
と
こ
ろ

が
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
30
％
低
く
な
る
と

約
６
３
０
０
円
余
計
に
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
適
正
値
で
は

３
３
２
㎏
で
あ
る
の
に
対
し
、
約
16
㎏
多
い

３
４
８
㎏
が
排
出
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
そ
の
他
に
も
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
低
く

な
る
と
、
摩
耗
が
早
ま
っ
て
タ
イ
ヤ
の
寿
命

が
短
く
な
り
バ
ー
ス
ト
す
る
危
険
性
も
高
ま

り
ま
す
。
逆
に
空
気
圧
が
高
す
ぎ
て
も
、
乗

り
心
地
や
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
が
悪
く
な
る
な

ど
の
影
響
が
出
ま
す
。

　
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
な
ど
で
器
具
を
借
り
て
自
分
で
簡
単
に
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
注

意
し
、
な
る
べ
く
適
正
空
気
圧
に
近
い
状
態

で
運
転
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
（
一
社
）
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協
会

詳　
細

役
場
経
済
課
商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

�

☎
28

－

３
８
６
３

やってみよう！
空気圧点検！

第66回本別山渓つつじ祭り開催します！

幹
部
候
補
生
を
募
集

応
募
資
格　
一
般：22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

※�

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
み
含
む
）
は
、

28
歳
未
満
の
者

歯
科
：
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者

薬
剤
科
：
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　
４
月
24
日
㈬
～
６
月
13
日
㈭　

試
験
日　
【
１
次
】
６
月
22
日
㈯

【
２
次
】
７
月
30
日
㈫
～
８
月
５
日
㈪
の
指

定
す
る
１
日

詳
細　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

Ⓗhttps://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

obihiro/

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

足
寄
町
発
令

中
川　
勝
博
（
総
務
課
企
画
財
政
室
主
査
）

加
藤　
つ
ば
さ
（
総
務
課
企
画
財
政
室
主
任
）

寺
地　
泉
希
（
福
祉
課
保
健
福
祉
室
主
事
）

白
川　
啓
美（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
査
）

安
藤　
裕
子
（
福
祉
課
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
保

育
士
）

金
子　
里
菜
（
福
祉
課
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
介
護
士
）

近
藤　
信
夫
（
住
民
課
住
民
室
主
任
）

任
期　
７
月
か
ら
２
年
間

応
募
方
法　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
お
よ
び
市
区
町
村
窓
口
に
あ
る
応
募
要

領
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

応
募
締
切　
４
月
30
日
㈫

報
酬
等　
１
日
に
つ
き
５
千
円
の
報
酬
と
旅

費
を
支
給
し
ま
す
。

詳
細　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
１

－

２
９
０

－

５
６
０
１

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
職
員
採
用

資
格
試
験
（
前
期
）

　
令
和
７
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職

員
採
用
資
格
試
験
を
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上

旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
試
験
案
内
は
４
月
15
日
㈪
か
ら
、
と
か
ち

広
域
消
防
局
総
務
課
、
十
勝
管
内
各
消
防
署

と
帯
広
市
役
所
１
階
総
合
案
内
で
配
布
予
定

の
ほ
か
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

受
験
区
分　
大
学
卒
、
短
大
卒
、
救
急
救
命

士
（
予
定
）

そ
の
他　
試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
人
事
給

与
係

☎
０
１
５
５

－

26

－

９
１
２
１

Ⓗhttps://fire-tokachi.hokkaido.jp

お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　
令
和
６
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

健
康
保
険
料
率
は
10
・
21
％
（
マ
イ
ナ
ス
０
・

08
％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・

60
％
（
マ
イ
ナ
ス
０
・
22
％
ポ
イ
ン
ト
）
と

な
り
ま
す
。
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き

続
き
医
療
費
適
正
化
等
の
取
り
組
み
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

詳
細　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

女
性
の
た
め
の
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
を
開
設

日
時　
７
月
12
日
㈮　
９
月
12
日
㈭

11
月
12
日
㈫　
午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
最

終
受
け
付
け
午
後
３
時
）

場
所　
帯
広
市
と
か
ち
プ
ラ
ザ

対
象
者　
女
性
の
み

予
約　
不
要

費
用　
無
料

相
談
員　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所
属

の
人
権
擁
護
委
員

詳
細　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
１
５
５

－

24

－

５
８
５
３

令
和
７
年
の
歌
会
始
の
お
題

　
令
和
７
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
夢
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題
は
「
夢
」
で
す
が
、

歌
に
詠
む
場
合
は
「
夢
」
の
文
字
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
「
夢
幻
」「
夢
中
」「
夢

路
」
の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

詠
進
の
期
間　
９
月
30
日
㈪
ま
で（
消
印
有
効
）

郵
便
宛
先　
「
〒
１
０
０

－

８
１
１
１　
宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

詳
細　
宮
内
庁
式
部
職
儀
式
第
二
係

☎
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３
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－

１
１
１
１

Ⓗhttps://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を

審
議
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　
道
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

（
議
員
、
公
務
員
を
除
く
）

募
集
人
員　
５
人

町
職
員
人
事

募　

集

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス
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今月の表紙

　３月21日㈭に行われた認定こども園どんぐ
りの「卒園式」でのスナップです。

長南　湊
み な と

斗ち
  ゃ
   ん

� （令和４年３月29日生まれ）

　農業機械、乗物が大好きな湊
斗。仕事内容を観察して真似す
るのが得意！よく笑い、よく喋
り湊斗の周りは常に笑顔がいっ
ぱい。これからも明るく可愛い
笑顔を届けてね♡

慎次・摩美さ
んの子

野村　野村　虎虎
こ は くこ は く

白白ち
  ゃ
   ん

� （令和４年４月23日生まれ）

　車が大好きな虎白！好奇心旺
盛な気持ちを忘れずに色んなこ
とに挑戦してね！毎日幸せをあ
りがとう。優しい男の子に育っ
てね。パパもママも虎白のこと
が大好きだよ‼
� 賢人・春萌さ

んの子

ひとのうごき

３月末の住民基本台帳

人　口　　６，０２５ 人　（－108)
　男　　　２，９７３ 人　（－54)
　女　　　３，０５２ 人　（－54)
世　帯　　３，２１６世帯（－54)
※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

うちの人気者
投稿フォーム

☆今年の小中高校の卒業式では、在校
生が卒業生を送り出す通常の卒業式が
見られました。小学校では卒業生と在
校生が交わす「別れの言葉」も見られ、
呼び掛けと合唱が会場に響き、先生や
卒業生、家族も感動に包まれました。
☆４月は入学・就職など新たな出発の
時期です。皆さん新たな場所で夢と希
望をもって頑張ってほしいですね。

足寄町役場足寄町役場
ホームページホームページ InstagramFacebook

LINE 公式LINE 公式
アカウントアカウント

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さ
んを毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ち
しています！過去に掲載したお子さんも、掲載
後１年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿
フォームからお申し込みください！お問い合わ
せは役場総務課広報広聴担当まで。
☎２８－３８５０

掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで


